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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
救
急
科
　
主
任
教
授　

森
村 

尚
登

主
任
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

草
分
け
の
矜
持
と
未
来
創
生
に
向
け
て

帝京大学医学部附属病院　救急科　主任教授
森村 尚登　（もりむら なおと）
1986年　横浜市立大学医学部卒業
1988年　日本医科大学付属病院救命救急センター
1990年　横浜市立大学医学部附属浦舟病院救命救急センター
1997年　フランス院外救急医療支援組織（SAMU）パリ本部留学
2002年　国立横浜病院救命救急センター　副センター長
2003年　帝京大学医学部附属病院救命救急センター　講師
2007年　帝京大学医学部救急医学講座　准教授
2010年　横浜市立大学大学院医学研究科救急医学　主任教授
2016年　東京大学大学院医学系研究科救急医学　教授
2021年4月より現職

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
２
１
年
４

月
１
日
よ
り
救
急
医
学
講
座
主
任
教
授
な
ら
び

に
救
急
科
科
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
救
急
科
は
す
べ
て
の
診
療
科
と
連
携

し
な
が
ら
日
々
救
急
医
療
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

「
急
な
病
気
や
け
が
」の
種
類
や
原
因
に
よ
ら
ず
、

来
院
す
る
時
間
や
手
段
に
よ
ら
ず
、
年
齢
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
救
急
患
者
さ
ん
の
診
療
に
あ

た
る
の
が
救
急
医
療
で
す
。
急
な
病
気
や
け
が

と
い
っ
て
も
、
最
初
の
症
状
が
軽
い
も
の
か
ら

重
い
も
の
ま
で
様
々
で
す
。
突
然
命
や
機
能
に

関
わ
る
重
た
い
症
状
を
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、

ま
さ
に
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
直
ち
に
「
人
、

モ
ノ
、
場
所
」
を
準
備
し
て
チ
ー
ム
医
療
を
駆

使
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
見
軽
い
症
状
で
も
「
急
速
に
」
あ
る
い
は
「
突

然
」
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
い

ち
早
く
察
知
し
て
重
症
化
を
防
が
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
多
彩
な
救
急
患
者
さ
ん
に

対
し
て
、
当
院
で
は
３
つ
の
セ
ン
タ
ー
（
高
度

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
総
合
診
療
E
R
セ
ン

タ
ー
、
外
傷
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
成
る
救
急
医
療

部
門
が
一
体
と
な
っ
て
、
軽
い
「
病
気
や
け
が
」

か
ら
重
い
「
病
気
や
け
が
」
ま
で
幅
広
く
、
そ

の
「
急
ぎ
具
合
い
」
に
応
じ
て
適
時
に
、
救
急

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
医
学
講
座
初
代
主
任
教
授
の
小
林
国
男

先
生
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
母
体
と
し
て

都
内
の
み
な
ら
ず
日
本
の
草
分
け
と
し
て
重
症

外
傷
診
療
体
制
の
端
緒
を
開
き
、
二
代
目
の
坂

本
哲
也
先
生
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
救
急
隊
員
、

そ
し
て
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
た

救
急
蘇
生
の
標
準
化
に
尽
力
し
全
国
の
普
及
に

大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
を
受
け

て
、
現
行
の
３
つ
の
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
全
科

と
の
連
携
を
深
め
、
医
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
救
急
診
療
を
実
践
す
る
「
患
者
さ
ん
中
心

（
P
a
t
i
e
n
t
–
c
e
n
t
e
r
e
d
）」

の
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
現
行
の
仕
組

み
に
ド
ク
タ
ー
カ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

A
c
u
t
e 

c
a
r
e 

s
u
r
g
e
r
y
体

制
、総
合
診
療
科
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
「
プ

レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
か
ら
集
中
治
療
・
再
建
に
至
る

ま
で
」
の
幅
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
体
制
を

創
り
、
日
本
の
救
急
医
療
体
制
の
雛
形
と
し
て

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
研
究
の
専
門
分
野
は
、『
緊
急
度
判
定
指
標
』

や
『
診
療
の
質
評
価
指
標
』、
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン

グ
・
災
害
時
の
医
療
需
給
均
衡
指
標
、
I
o
T 

Emergency Department

を
駆
使
し
た
救
急
医
療
情
報
共
有
・
情
報
入
力

支
援
シ
ス
テ
ム
開
発
で
す
。

　
「
救
急
医
療
は
す
べ
て
の
診
療
科
の
協
働
に
よ

る
」
と
い
う
理
念
を
医
学
生
に
涵
養
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

救急医療を支える5つのポジション

【所属学会・資格 】
日本救急医学会
　救急科専門医・指導医・理事
日本集中治療医学会　集中治療専門医
日本外傷学会　外傷専門医・理事
日本臨床救急医学会　理事
日本災害医学会　理事
JATECインストラクター・ディレクター
英国MIMMS GICインストラクター
日本DMAT・統括DMAT登録者
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帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
脳
神
経
外
科
　
主
任
教
授　

辛
　
正
廣

主
任
教
授
就
任
の
ご
挨
拶

患
者
さ
ん
の
体
の
負
担
を
抑
え
つ
つ
、最
大
限
の
治
療
効
果
を
発
揮
す
る

〝
低
侵
襲
脳
神
経
外
科
手
術
〞の
実
現
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す

1994年 東京大学医学部卒業（学生時代はアメリカンフッ
トボール部）

 東京大学医学部附属病院脳神経外科入局
 東京警察病院、亀田総合病院、東京都立神経病院、

寺岡記念病院
1998年 東京大学医学部附属病院 脳神経外科 助教
2003年 フランス パリ大学病院に臨床医として留学
2004年 フランス原子力庁研究所 研究員
2008年 東京大学医学部附属病院 脳神経外科 講師
2021年 帝京大学医学部附属病院 脳神経外科　主任教授

　

2
0
2
1
年
5
月
1
日
よ
り
、
脳
神
経
外
科

講
座
主
任
教
授
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
辛 

正
廣

（
し
ん 

ま
さ
ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。
私
が
脳
神

経
外
科
医
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、
私
の
祖

父
が
脳
の
病
気
で
他
界
し
て
お
り
、
脳
の
病
気

で
苦
し
む
患
者
さ
ん
の
治
療
に
、
少
し
で
も
携

わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
て
、
脳
神
経
外
科
医

と
な
る
こ
と
を
志
し
、
修
行
を
開
始
し
た
当
時

は
、
脳
神
経
外
科
の
手
術
を
一
日
も
早
く
修
得

し
て
、
一
人
前
の
外
科
医
と
な
り
た
い
と
ば
か

り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、あ
る
時
、ふ
と
、

「
外
科
医
の
技
量
や
そ
の
時
の
調
子
に
よ
っ
て
患

者
さ
ん
の
運
命
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
は
、
ど

う
な
の
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
先
端
医
療
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、
い
か
に
難
し
い
手
術
を
“
簡
単
”
に
で
き

る
よ
う
に
し
、
手
術
成
績
の
ば
ら
つ
き
を
な
く

す
た
め
の
研
究
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

ま
で
に
、
私
が
た
ど
り
着
い
た
最
終
的
な
答
え

は
、
脳
腫
瘍
の
分
野
で
は
神
経
内
視
鏡
に
よ
る

手
術
で
あ
り
、
ま
た
、
脳
血
管
障
害
の
分
野
で

は
血
管
内
治
療
で
あ
り
ま
す
。

　

当
院
に
は
、
私
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
、

下
垂
体
・
内
視
鏡
手
術
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

下
垂
体
腫
瘍
や
頭
蓋
咽
頭
腫
、
髄
膜
腫
な
ど
の

頭
蓋
底
腫
瘍
を
は
じ
め
、
他
院
で
治
療
が
難
し

い
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
治
療
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体

制
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
度
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
に
は
、
脳
卒
中
を
は
じ
め
と
し
た

救
急
対
応
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く
来

院
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
脳
血
管
障
害
の
治
療

に
お
い
て
も
、
当
科
に
は
、
血
管
内
治
療
か
ら

開
頭
手
術
ま
で
、
一
連
の
治
療
に
習
熟
し
、
幅

広
い
病
態
に
対
応
で
き
る
脳
神
経
外
科
医
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
高
い
専
門
性
を

有
し
た
脳
神
経
外
科
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
多
職

種
間
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
様
々
な
脳
神
経
疾
患
の
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の

体
の
負
担
を
抑
え
、
一
日
も
早
い
社
会
復
帰
を

目
指
し
た
“
低
侵
襲
脳
神
経
外
科
”
の
実
現
を

目
指
し
、
日
々
、
診
療
と
研
究
、
さ
ら
に
後
進

の
教
育
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
引

き
続
き
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Neurosurgery

内視鏡下での頭蓋底腫瘍の手術 趣味は登山で、毎年、日本の百名山にチャレンジしています

【専門分野】
・下垂体腫瘍や頭蓋底腫瘍の内視鏡手術
・顕微鏡と内視鏡を駆使した脳腫瘍の手術
・小児脳神経外科の手術
・ガンマナイフなど定位放射線治療
・コンピュータグラフィックス画像による
  術前シミュレーションに関する研究

帝京大学医学部附属病院　脳神経外科　主任教授
辛　正廣　（しん　まさひろ）
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総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長　

笹
森 

幸
文

セ
ン
タ
ー
長
就
任
の
ご
挨
拶

生
命
の
誕
生
は
奇
跡
の
連
続
で
す
！

総合周産期母子医療センター　センター長
笹森 幸文　（ささもり ゆきふみ）
1987年 帝京大学医学部卒業　
 帝京大学医学部産婦人科学講座 入局
1989年 練馬区医師会立光が丘総合病院
 （現 練馬光が丘病院）産婦人科 医員
1991年 関東逓信病院（現 NTT東日本関東病院）

産婦人科 医員
1993年 西新井病院 産婦人科 医長　
1994年 賛育会病院 産婦人科 医員
1995年 帝京大学医学部 産婦人科学講座 助手

　
2
0
2
1
年
4
月
1
日
よ
り
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し

ま
し
た
笹
森 

幸
文
（
さ
さ
も
り 
ゆ
き

ふ
み
）
と
申
し
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
東
京
都
に
14
施
設
あ

る
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の

ひ
と
つ
で
す
。
母
体
・
胎
児
集
中
治
療

室
（
M
–
F
I
C
U
）
を
10
床
と
新
生

児
集
中
治
療
室
（
N
I
C
U
）
を
12
床
、

新
生
児
回
復
期
治
療
室
（
G
C
U
）
を

24
床
備
え
て
お
り
、
N
I
C
U
、
小
児

外
科
、
麻
酔
科
、
放
射
線
科
、
救
命
救

急
科
、
内
科
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
24

時
間
体
制
で
母
子
医
療
の
最
前
線
で
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
。

　
主
な
対
象
疾
患
は
、産
科
で
は
早
産
、

前
期
破
水
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
、
胎

児
発
育
不
全
、
多
胎
妊
娠
、
前
置
胎
盤
、

常
位
胎
盤
早
期
剥
離
、
羊
水
過
多
・
過

少
、
妊
娠
糖
尿
病
、
母
体
合
併
症
妊
娠
、

胎
児
小
児
外
科
疾
患
、
産
褥
出
血
な
ど

を
、
N
I
C
U
で
は
早
産
児
、
低
出
生

体
重
児
、
呼
吸
障
害
、
新
生
児
仮
死
な

ど
を
当
セ
ン
タ
ー
が
管
轄
す
る
区
東
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
（
荒
川
区
、
足
立
区
、
葛

飾
区
）
を
中
心
に
、
近
隣
の
板
橋
区
、

北
区
、
練
馬
区
、
豊
島
区
な
ど
か
ら
も

広
く
母
体
搬
送
や
新
生
児
搬
送
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
大
学
時
代
、
臨
床
実
習
で

分
娩
に
立
ち
会
い
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感

動
し
産
婦
人
科
医
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
で
は
周
産
期
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
し

た
ド
ラ
マ
や
漫
画
に
よ
っ
て
母
子
医
療

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
当
時
、
日
本
で
は
「
お
産
は

う
ま
く
い
っ
て
当
た
り
前
」
と
い
う
時

代
で
、
周
産
期
セ
ン
タ
ー
も
ほ
ぼ
存
在

し
な
い
状
態
で
し
た
。
入
局
後
は
「
帝

京
病
院
に
周
産
期
セ
ン
タ
ー
開
設

を
！
」
を
夢
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
8
年
4
月
都
内
で
4

番
目
と
な
る
総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
医
局
か
ら
多
く
の
病
院
へ

出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
研
鑽
を
積
ん

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
産
婦
人
科
施
設
と

協
力
し
て
母
子
医
療
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

General Perinatal Medical Center
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東京都周産期母子医療センター及び周産期連携病院の配置図（令和３年１月１日）

凡 例

◎ 総合周産期母子医療センター １４施設 ２１９床

※うち 母体救命対応総合周産期母子医療センター

（略称：スーパー総合周産期センター）６施設

○ 地域周産期母子医療センター １４施設 １１３床

■ 周産期連携病院 １２施設 １５床

合 計 ４０施設 ３４７床

( ) ＮＩＣＵ病床数

区中央部ブロック

(千代田・中央・港・文京・台東)

◎総合 愛育病院(12)（搬送先調整担当）

東京大学病院(18)（搬送先調整担当）
東京慈恵会医科大学病院(12)

○地域 聖路加国際病院(6)
順天堂大学順天堂医院(8)
東京医科歯科大学病院(6)

■周産期連携 日本医科大学病院（3)

◎

作成：東京都福祉保健局

区西部ブロック

（新宿・中野・杉並）

◎総合 東京女子医科大学病院(18)

（搬送先調整担当）

○地域 東京医科大学病院(12)

慶應義塾大学病院(9)
国立国際医療研究センター病院(6)

区東北部ブロック (荒川・足立・葛飾)

◎総合 帝京大学病院(12)（搬送先調整担当）（再掲）
○地域 葛飾赤十字産院(12)

東京女子医医科大東医療センター(9)

■周産期連携 東京慈恵会医科大葛飾医療センター

区西北部ブロック (豊島・北・板橋・練馬)

◎総合 日本大学板橋病院 (12)（搬送先調整担当）

帝京大学病院(12)（区東北部ブロック搬送先調整担当）
都立大塚病院(15)（豊島区搬送先調整担当）

■周産期連携 東京北医療センター(6)
順天堂大学練馬病院

東京都保健医療公社豊島病院

区南部ブロック (品川・大田)

◎総合 東邦大学大森病院(15)

（大田区搬送先調整担当）

昭和大学病院 (15)
（品川区搬送先調整担当）

区西南部ブロック（目黒・世田谷・渋谷）

◎総合 日赤医療センター (15)（搬送先調整担当）

国立成育医療研究センター(21)
■周産期連携 東京医療センター(3)

多摩ブロック

◎総合 (15) (母体搬送調整担当）

(24)

(新生児搬送調整担当）

○地域 武蔵野赤十字病院(6) 
町田市民病院(6)
公立昭和病院(6)

共済立川病院(6)

■周産期連携 日本医科大学多摩永山病院(3)
東海大学医学部付属八王子病院
稲城市立病院
青梅市立総合病院
日野市立病院
東京慈恵会医科大学附属第三病院

杏林大学病院

都立多摩総合・小児総合医療センター

日赤医療センター

都立墨東病院

昭和大学病院

日本大学板橋病院

区東部ブロック

(墨田・江東・江戸川)

◎総合 都立墨東病院 (15)

（搬送先調整担当）

○地域 賛育会病院(6)

昭和大学江東豊洲病院(15)

都立墨東病院

北

◎

新宿

■

◎
○

○

○
○

■

1996年 上尾中央総合病院 産婦人科 医長
1997年 赤心堂病院 産婦人科 部長
1998年 帝京大学医学部 産婦人科学講座 助手
2004年 瀬戸病院付属西所沢クリニック 院長
2009年 帝京大学医学部 産婦人科学講座 講師
2015年 帝京大学医学部 産婦人科学講座 
 病院准教授
2021年 4月1日より現職

い　の　ち
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ESD施行時の様子（国外ライブデモンストレーションにて）

帝
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
内
視
鏡
部
　
部
長 　

小
田
島 

慎
也

部
長
就
任
の
ご
挨
拶

最
適
な
医
療
を
提
供
で
き
る
内
視
鏡
診
療
体
制
を
目
指
し
て

帝京大学医学部附属病院　内視鏡部　部長
小田島 慎也　（こだしま しんや）
2000年　北海道大学医学部卒業
2000年　東京大学医学部附属病院内科
2001年　関東中央病院内科
2002年　亀田総合病院消化器内科
2004年　東京大学医学部附属病院消化器内科医員
2008年　東京大学大学院医学系研究科修了
2010年　東京大学医学部附属病院検診部助教
2011年　東京大学医学部附属病院消化器内科助教

　

2
0
2
1
年
4
月
1
日
よ
り
内
視
鏡
部
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
小
田
島 
慎
也
（
こ
だ
し
ま 

し
ん
や
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
2
0
1
7
年
10

月
に
帝
京
大
学
医
学
部
内
科
学
講
座
に
着
任
い

た
し
ま
し
て
、以
来
、消
化
管
（
特
に
食
道
、胃
、

十
二
指
腸
、
大
腸
）
腫
瘍
の
内
視
鏡
診
断
・
治

療
を
専
門
と
し
て
内
視
鏡
診
療
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

内
視
鏡
は
現
在
の
医
療
に
は
必
要
不
可
欠
な

検
査
・
治
療
機
器
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
私

が
専
門
の
消
化
管
だ
け
で
は
な
く
、
胆
膵
領
域

や
耳
鼻
科
領
域
、
婦
人
科
領
域
、
歯
科
口
腔
科

領
域
な
ど
様
々
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
る
手
技

で
す
。
そ
の
た
め
内
視
鏡
部
で
は
複
数
の
科
の

医
師
が
各
科
各
々
、
時
に
は
複
数
の
科
で
協
力

し
な
が
ら
検
査
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
医
師
に
な
っ
て
か
ら
約
20
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
内
視
鏡
領
域
の
進
歩
は

非
常
に
目
覚
ま
し
く
、
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
や
周

辺
機
器
の
開
発
に
伴
っ
て
新
し
い
内
視
鏡
診
断

法
や
治
療
技
術
な
ど
が
次
々
に
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
機
器
の
小
型
化
に
伴
っ
て
極

細
径
ス
コ
ー
プ
の
開
発
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
よ

り
低
侵
襲
な
検
査
・
治
療
へ
向
け
た
開
発
も
さ

れ
て
お
り
、内
視
鏡
機
器
の
開
発
は
ハ
イ
ス
ペ
ッ

ク
な
機
器
を
用
い
た
最
新
の
内
視
鏡
診
断
・
治

療
へ
の
ベ
ク
ト
ル
だ
け
で
な
く
、
低
侵
襲
な
内

視
鏡
検
査
へ
向
け
た
ベ
ク
ト
ル
に
対
し
て
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
当
内
視
鏡
部
を
運
営
す
る
に
あ
た

り
目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
患
者
さ
ん
に

最
適
の
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
大
学
病
院
の
使

命
の
一
つ
で
あ
る
最
新
の
診
断
学
や
治
療
技
術

を
習
得
し
た
各
科
医
師
の
育
成
を
内
視
鏡
部
門

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
各
科
同
士
横
の
繋
が
り

を
強
め
て
い
け
る
体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
大

学
病
院
と
し
て
は
多
少
疎
か
に
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
受
診
者
の
苦
痛
を
軽
減
で
き
る
内

視
鏡
診
療
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
同
時
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
機
関
の
先
生
方
に
も
安
心
し
て
紹

介
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
ま
た
患
者
さ
ん

自
身
に
も
安
心
し
て
検
査
・
治
療
を
委
ね
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
内
視
鏡
部
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Endoscopy Center

2017年　帝京大学医学部内科学講座　講師
2018年　帝京大学医学部内科学講座　准教授
2021年４月より　
　　　　　帝京大学医学部附属病院内視鏡部部長併任
【所属学会・資格】
日本内科学会認定内科専門医
日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
日本消化器病学会専門医
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（紹介状のない方は選定療養費として5,500円ご負担いただきます。）

JR埼京線 十条駅
　 北口より徒歩約10分
　 北口ロータリータクシー乗り場より約6分

都営三田線 板橋本町駅
　 A1出口より徒歩約13分
　 A1出口より約6分

JR埼京線 板橋駅
　 西口①番のりばより
　　 帝京大学病院経由、王子駅行き 王22 （約8分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 西口より約9分

JR各線 赤羽駅
　 東口⑤番のりばより
　　 高円寺駅北口行き 赤31 （約11分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 西口⑥番のりばより王子駅行き 赤50 （約14分）
　 　「上十条四丁目」バス停下車徒歩約5分
　 西口より約12分

A1出口

板
橋
本
町
駅

3号館

帝京高等
看護学院

地下駐車場入口

バス停「上十条四丁目」

バス停「姥ヶ橋」

国
道
17
号
線（
中
山
道
）

首
都
高
速
5
号
線

救急外来
入口

病院
大学棟
本館

本部

1号館
2号館

石神井川
駐輪場入口
バイク置場

4号館

加賀中学校

加賀小学校

王子第五小学校 王子▶

◀西が丘

◀高円
寺

帝京中学校
・高等学校

十
条
駅

上板
橋
駅

ときわ
台
駅

赤
羽
駅

王
子
駅

セブンイレブン
稲荷台

帝京大学病院入口

ファミリーマート環状7
号線

池袋駅 板橋駅

JR
埼
京
線

東武東上線

セブンイレブン

タクシー乗り場
正面入口 西入口

東入口

都
営
三
田
線

2

3

4

5

6

7

8

1

上の地図は略図のため、実際の地形とは異なりますのでご注意ください。

2

3

4

1

バス停「帝京大学病院」

JR京浜東北線・東京メトロ南北線 王子駅
　 北口⑥番のりばより
　　 帝京大学病院経由、板橋駅行き 王22 （約12分）
　 　「帝京大学病院」バス停下車
　 北口より約9分

JR各線・東京メトロ各線 池袋駅
　 西口より約16分

東武東上線 上板橋駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約13分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分

東武東上線 ときわ台駅
　 北口①番のりばより王子駅行き 王54 （約9分）
　 　「姥ケ橋」バス停下車徒歩約5分
　 北口より約12分

※所要時間は日中平常時、最短時間の目安となっておりますので、
　時間帯や道路状況により異なります。

5

タクシーをご利用の場合　　 バスをご利用の場合　　 徒歩の場合

6

7

8

帝京大学医師会からのお知らせ

帝京大学医師会では、日本医師会認定産業医のための産業医研修会を毎年開
催しております。帝京大学医学部附属病院で研修を受けながら、認定に必要
な50単位を1年間で全て取得することが容易となりますので、是非ご参加くだ
さい。開催日程等の詳細は帝京大学医師会ホームページをご覧ください。

帝京大学医師会ホームページ
URL　http://www.med.teikyo-u.ac.jp/ishikai/workshop/

【 産業医研修会について 】 ▼詳細はこちら


